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特集:社 会学理論 と他者性

他 者 の 場 所

ヘ テ ロ ト ピア と し て の 博 物 館

Museum as a Heterotopia

浜 日出夫

使ひふるされし臓器が他者といふ敵地のなかに灯るしづけさ

             岡井隆 『臓器(オ ルガン)』

1.は じめに

 社会 学はこれまで死者 とい うカテ ゴ リ0に 属す る他者 を うま く取 り扱 って こなかったのでは

ないだろ うか11。 た とえば、古典的な例 として、パー ソンズの初期の社会 システム論を考えて

み よ うz)。

 パー ソンズによれ ば、社会 システ ム とは、 「状況 に志 向す る複数 の個人 としての行為者 のあ

いだの相互行為 の体 系」(パ ー ソンズ1974:10)で ある。社会 システ ムは 「行為準拠枠」 によ

って記述 され る。行為準拠枠は、行為者 ・行為の状況 ・そ の状況に対す る行 為者 の志 向、 とい

う3っ の要素か らなる(パ ー ソンズ/シ ル ス編1960:4ff,91ff)。 この うち行為の状況 は志向

の客体か らな り、行為者 と相互行為 を行 な う客体す なわ ち社会的客体 と、相互行為 を行 な うこ

とのない客体す なわ ち非社会的客体 とに、分け られ る。社会的客体 はそれ 自体行為者で あ り、

す なわ ち他者 である(パ ー ソンズ/シ ルス編1960:22-23)。 したがって、相互行為 は、行為者

が、それ 自体 も行為者 である他者 を志向の客体 とす るときに成立す るものである。そ して、パ

ー ソンズにお いて
、行為者 とは 「生理的な有機体」(パ ー ソンズ/シ ルス編1960:5)、 すなわ

ち生 きている者の ことであった。 したがって、パー ソンズに とって、相互行為 とは生 きてい る

者同士の相互行為にほかな らず、パー ソンズの社会 システムは生 きている者た ちだ けか ら成 り

立っているのであ る。

 これ に対 して、 もはや生 きていない死者 たちもまた社会 を構成す るメンバー と して明示 的に

位置 づけてい る例 として、 シュッツの社会的世界論を挙げるこ とができる。

 シュ ッツの社 会的世界論は 「現象 学的」 と称 され るが、そ の特徴 は次 のふたつの点にあ る。

第一 に、シュッツの社会的世界論 は、科学者 にとっての社会ではな く、社会のなかで生活 して

いる行為者 に とって の社会を記述 した もので ある。 第二 に、それは、行為者 にとっての社 会を、

行為者 自身による反省的な 自己記述 によって記述 した もので ある。す なわ ち、それは、行 為者

がいまここにお いて経験 している社会 を、行為者 自身(っ ま りシュ ッツ自身)が 、それ を経験
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している 自分 自身の意識 に さかのぼって記述 した もので ある。

 そ して 、シュ ッツによれば、 「社会的世界は決 して 同質的 な世界 とはい えず、む しろ多様 に

分節 されてい る」(シ ュ ッツ1982:193)。 シ ュッツにおいて、他者 は一一種類ではない。他者 の

意識体験 は多様 な仕方で 自我 に与え られ 、それ にお うじて社会 的世界は多様 に分節 され ている

のである。

 まず、生身 の身体 をもった他者を直接 的に経験す ることのできる対面状況の世界(Umwe l t)

と、生身 の姿 を直接的に経験す ることはできないけれ ども、間接的 に類型 として知ってい る同

時代の他者 たちの世界(Mitwelt)と がある。 この二種類の他者 は、い ま私 とともに生 きている

(と私によって想定 され ている)他 者 である。 だが、 シュッツにおいて、社会的世界は、いま

生 きている者た ちだけか ら成 り立っているわけで はない。 シュ ッツは、 このふたつの世界 に く

わ えて、私が生 まれ る以前 にすでに死んで しまった他者たちの世界(Vorwelt)と 、いまはまだ

生 まれ ていない けれ どもこれか ら生まれ て くるで あろ う他者 たちの世界(Folgewelt)も また、

い まここにおいて経験 され てい る社 会的世界 を構成す るもの として挙げている。すなわち、シ

ュッツの考 えてい る社会的世界には、生きている者 たちだけでなく、すでに死んで しまった人

間や これか ら生 まれて くる人間 もまた含まれてい るのである。 ここには、観察者の観点 を とる

パー ソンズの社会 システム論 と比較 して、行為者 自身の観点か ら記述を行 な うシュッツの現象

学的な社会的世界論の特徴が もっ とも顕著 に現われてい る。

 シュッツに よれ ば、 フォア ヴェル トとは、 「私 自身 より前にあった社会 的世界 、私が それ に

まな ざしを向け ることが可能である以前 に、すで に経過 し去 り、生成 し去 り、完 了 して しまっ

たがゆえ に、私 の体験や持続 とは共存せず 、一度 も共 存す る ことのなか ったよ うな社 会的世

界」(シ ュ ッツ1982:198)で ある3)。 本稿では、死者 、す なわ ちこのフォアヴェル トに属す る

他者 にっいて論 じる ことに したい。

 シュ ッツは、 「フォアヴェル トについての経験 一般 がわれわれ に与え られ る特別 な様式」(シ

ュ ッツ1982:291)と して 、二通 りの仕方 を挙 げてい る。ひ とつ には、 いま生 きてい る他者 に

よる語 りを通 してであ り、 も うひ とつ には、現在遺 されてい るさま ざまなモ ノを通 してで ある。

「フォア ヴェル トについての知識 は、 まず第一に、 ミッ トヴェル トについての知識 と同 じよ

うに、 ウム ヴェル トや ミッ トヴェル トの他我 の伝達作用 と結びついてい る。……第二 に、私

はフォア ヴェル トについての経験 を、それ の証拠 となる、最広義 の記録や記念碑 か ら手 に入

れ る。」(シ ュ ッツ1982:291-292)

本稿では、 この うちの後者 の仕方で、す なわちモ ノを通 して経験 され るよ うなフォア ヴェル

トの他者 にっ いて論 じる4)。 なかで もとくに、博物館 とい う場所 、博物館に展示 されてい るモ

ノを通 して死者が どの よ うに経験 され るのかにつ いて考察す る ことに したい。

 あらか じめひ とつの例を挙げてお こ う。 広島平和記念公園にある広島平和記念資料館には、
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人の影が遺 された石段 が展示 されて いる。それ は原爆 の熱線に灼かれ て表面が 白く変化 した石

のなかで、人が腰掛けていた部分だ けが元のまま黒 く残 った ものである。 この黒い人影 の前 に

立っ とき、われわれ は、1945年8.月6日 午前8時15分 に、 この場所で石の表 面を灼いた のと

同 じ熱線 によって灼かれ た人 間がいた こと、そ してその人間が もはやいない ことを瞬時 に理解

す る。

 ここで論 じたい と思ってい るのは、 このよ うな種類の他者経験 である。

 以 下、次 のよ うに考察 をすす めてい く。

 まず 、フー コーのヘテ ロ トピア論 を手がか りとして、 フォア ヴェル トの他者が構成 され る場

所 としての博物館 の特性 について考察する。そ して、博物館 が、墓地の、近代 にお ける機 能的

等価物 と して登場 した ことを仮説 と して述 べ る(第2節)。 つづいて、ア メ リカのス ミソニア

ン博物館で計画 された原爆 投下機 エ ノラ ・ゲイ号の展示をめ ぐって起 こった論争 を取 り上げて、

ヘ テロ トピア としての博物館がまた 「われわれ」 を定義 し創 出 し再生産す るための場所であ る

ことを論 じる(第3節)。

2.ヘ テ ロ トピアと しての博物館

 池 田光穂 によれ ば、ヘテ ロ トピア とは もともと医学用語 で、 「内臓 が本来 の場所 とは異 なる

所 にある異常」(池 田2000:23)を 意味 してい る。 これがヘテ ロ トピアの第一の意味である。

 このヘテ ロ トピア とい う用語 を用 いて空間論を展 開 したのがフー コーの講演 「他 なる空 間に

っ いて」(Foucault l986)で ある。

 この講演 のなかで、 フー コー は、 「それ らがた また ま指 し示 していた り、映 し出 していた り、

反映 した りしてい る関係 の全体 を疑 った り、無効 に した り、転倒 させた りする仕方 で、他 のあ

らゆる場 と関係 してい る、奇妙 な性質 をそ なえた場」(F・ucault l986:24)に ついて論 じてい

る。そ して、その よ うな 「他の あらゆる場 と関係 しなが ら、それ らとは矛盾す るよ うな空間」

(ibid.)と して 「ユー トピア」 と 「ヘテ ロ トピア」 を挙げる。

 ユー トピアは 「社会その もの を完全な形 で示 した り、あるいは逆立 ちさせ て示 した りす る も

のであ るが、いずれ にせ よ基 本的には非現実の空間であ る」(ibid,).そ れ は 「現実の場所 を

もたない場である」(ibid.)。

 これに対 して、ヘテ ロ トピアは、現 実の空間になかにみ いだ され る現 実の場所 であ り、 「文

化 の うちにみいだされ る他 のあ らゆ る現実の場を表 象 した り、転倒 させ た り、 またそれ らに戦

いを挑んだ りす る対抗 一場であるよ うな現実の場」(ibid.)で あ る。 それ は、「現実のなかに位

置 を 占めているけれ ども、あ らゆる場所 の外側 にあ る」(ibid.)と い う意味で 、ほかの場所 と

は異質 な 「他 なる場所」(other places)で あ る。 これがヘテ ロ トピア の二番 目の意味 である、,

 第 三に、ヘテロ トピアはまた 「他者 の場所 」(places of Otherness)で あ る。 これ は、 フー

コーが 「逸脱のヘテ ロ トピア」 と呼んでい るタイプのヘテ ロ トピア、すなわち 「要求 され る規

範か ら逸脱す る行動 を とる諸個人 が収容 され るヘテ ロ トピア」(Foucault l986:25)の 例 と し
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て、精神病院や監獄 を挙げていることか らわかる。精神病院 と監獄 は、 フー コー にとって、理

性 によって理性 にとっての他者(非 理性)と して排除 された者 たちが収容 され た場所であった。

「他な る場所」 はまた 「他者」のために特別 に割 り当て られ た場所で もあ るのである。 この点

か ら考えれ ば、フー コーのヘテ ロ トピア論 は、フー コーが 『狂気の歴 史』や 『監獄の誕 生』 で

追究 してきた他者性 の歴史学 を空間論に翻訳 しよ うと した もので あると言 うことがで きる。 そ

れは、他者性の空間的配置 を他の場所 とのかかわ りのなかで考察 しよ うとす る 「他者性 の トポ

グラフ ィー」 とで も呼ぶべ きものである。

 フー コーは墓地 もまたヘテ ロ トピアのひ とつ と して挙げてい る。 この墓地 にかんす る考察 は、

死者 とい うカテ ゴ リー に属す る他者 につ いての空間論的な考察 と して読 む ことがで きる。

「墓地はた しかに通常の文化的空間 とは異な る場所 である。 にもかかわ らず、それは都市 国

家や社会や村な どのすべての場 とかかわ りをもつ空間である。 なぜ な らどんな個人、 どん な

家族 も墓地に親戚 をもっているか らで ある。」(ibid.)

 フー コーは西洋 文化 において墓地 の立地 に生 じた変化 を指摘 してい る。18世 紀 の終わ りま

では、墓地は、都 市の中心 に、つ ま り教会の内部かそれ に隣接 して存在 していた。それが19

世紀 の始 めになる と、墓地は しだい に都市の境界 の外側 に作 られ るよ うになってい く。 この変

化 は 「『病』 としての死 とい う強迫観念の出現」(ibid.)と 結びっ いていた。

「死者 は生きてい る者 に病 を もたらす と考 え られた。死者 が家 々のそば、教会 の隣、通 りの

ほとん どまん なかに存在 していること、 この近 さが死その ものを運ぶのである。墓地か ら伝

染 して広がる死 とい うこの主要 な主題 は、18世 紀の終わ りまで、19世 紀を通 じて、郊外 へ

の墓地の移動が開始 され るまでつづいた。 こうして墓地は、 もはや都 市の神聖 な不滅の中心

ではな く、それぞれ の家族 がそ の暗い永 眠の場所 を所有 してい る 『も うひ とつ の都市』 とな

ったのである。」(ibid.)

 かっては理性 と混 じり合 って存在 していた狂気が、理性 によって理性 に とっての他者 である

非理性 のカテ ゴ リーに分類 され、排 除 され 、監禁 され るようにな ったの とち ょうど同 じよ うに、

かって生者 と隣 り合って存在 していた死者 もまた、生に とっての他者 として生か ら排 除 され 、

郊外の墓地へ と監禁 され るよ うになったので ある。 したがって、郊外の墓地 は、死者 を他者 と

して排 除 し、隔離す るための 「他者 の場所」で あった とい うことができる。

 墓地 が都市か ら退場す るの とちょ うど入れ替わ るよ うに、新 しいタイ プのヘテ ロ トピアが都

市に登場 して くる。 それが博物館 である。

 フー コーは、 「他 な る場所 」であ るヘ テロ トピアが しば しば 「他 なる時 間」 であるヘテ ロク

ロニー と結びっいているこ とを指摘す る。すなわち、ヘテ ロ トピアは しば しば 「伝統的な時間
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との完全な断絶 」(Foucault 1986:26)に よって特徴づ け られ るの である。そ して 、フー コー

はふ たたび墓地 をその例 として挙 げている。なぜ な ら、墓地は生の時間 との完全な断絶 に よっ

て特徴づ けられ る ものだか らである。

 フー コーは、ヘテ ロクロニー と結びついたヘテ ロ トピアと して、対照的なふたっの形態 を挙

げている。

 ひ とっは、移 ろいやす い不安定 な時間 と結びついているヘテ ロ トピアで ある。 フー コー は、

その よ うな 「一時的 なヘテ ロ トピア」(ibid.)の 例 と して、年 に一一度か二度だけ市が開かれ 、

露店や見せ物小屋な どが立つ 、都市 の周縁にある空 き地や、都市 の住人に三週間の手軽な未開

生活 を提供す る休暇村を挙げてい る。

 これ とは対照的に、時間の蓄積 と結びついているヘテ ロ トピアが ある。そ こでは時間は流れ

去 らない。 「止む ことな く積み上が り、たえず高 さを増 してい く」(ibid.)の である。その よ う

な 「無 限に時間 を蓄積す るヘテ ロ トピア」(ibid.)の 例 と して、フー コーは博物館 と図書館 を

挙げ る。

「博物館 と図書館 は、そ こでは時間が止む ことな く積み 上が り、たえず高 さを増 してい くよ

うなヘテ ロ トピアである。17世 紀には、あるいは17世 紀 の終わ りにあって も、博物館 と図

書館 は個人的な好みの表現であった。 これ に対 して、すべての ものを蓄積 し、 一一種の普遍的

な収蔵庫を打ち立て るとい う考え、ひ とつの場所 にすべての時間、すべての時代、すべての

形式、すべての趣味を封 じ込め ようとす る意志 、それ 自体は時間の外 にあ り、時間に よる減

衰 をまぬがれてい る、あ らゆる時間か らな る場所 を作 り出す とい う考 え、 この よ うに して不

動の場所のなか に絶え間ない無 限の時間の蓄積 を作 り上げ よ うとす る計画、 こうしたすべて

の考 えはわれわれの近代 に属す る ものである。博物館 と図書館 は19世 紀の西洋 文化 に特有

のヘテ ロ トピアである。」(ibid.)

 フー コーは墓地の退場 と博物館の登場を とくに関連づけて論 じてはいないが 、両者 を結びつ

けて考えることも可能 であるよ うに思われ る。両者 はいずれ も死者たちの生の痕跡 を現世 に と

どめ よ うとす るものである点で共通 している。米山 リサによれば、"mUseum"と い う語 と、壮麗

な墓を意味す る"mausoleum"と い う語は、同 じ語源 を もってい るのである(米 山1995:180)。

そ うす ると、病 を もた らす恐れ のあ る危険な死者 たちが都市 の中心か ら追放 されたあ とに、博

物館が登場 して くることは、博物館 が、墓地 に代わって、よ り無害な仕方で死者 を表象す るた

めの場所 と して登場 してきた ことを意味 してい ると考 えることもできる。 この よ うに考 えるな

ら、博物館 は、墓地 と同 じよ うに、 しか し墓地よ りも安全な形で、死者 を閉 じ込 めてお くため

の新 しい 「他者 の場所」 として、墓地 の近代的な機能的代替物 として、登場 してきた とい うこ

とにな る。 ここでは、 これ はこれ以 上論 じることはせず、ひ とつの仮説 と して述 べてお くに と

どめておきたい。

9
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 フー コーは、 この講演のなかで、ヘテ ロ トピアが現実の場所であることを強調 してい るが、

それが現実のなか の他の場所 とどの よ うな関係 にあるのか を具体 的には論 じていない。以 下で

は、ヘテ ロ トピアと しての博物館が他の場所 との関係のなかで どのよ うな機 能を もってい るの

か、またそれ が現実 に生きている人間に とって どのよ うな意味を もってい るのかにっいて、博

物館 におけ る戦争 の展示をめ ぐって生 じたひ とつの論争 を取 り上げて具体的に考察す ることに

したい。

3.弁 当箱 とエノラ ・ゲイ  ス ミソニア ン論争

 広 島平和記念資料館の収蔵庫 にひ とつの弁当箱が保存 されている。それは竹の葉 の模様 が描

かれたアル ミの弁 当箱で、中には炭化 して真 っ黒になった豆 と米 が遺 されている。それは、爆

心地近 くで建物疎 開作業中に被爆 した12才 の少女 の弁 当箱であ る51。 遺体は確認 されず、 こ

の弁 当箱だけが発見 された。

 アメ リカのワシン トンにあるス ミソニア ン協会 の国立航空宇宙博物館は、戦後50周 年 に当

たる1995年 に原爆投下機 エノラ ・ゲイ号の展 示を行 な うことを計画 したが、退役軍人団体 ・

マスコ ミ ・議会 の激 しい反対 によって、結局、当初 の計画は中止 され ることになった(ハ ー ウ

ィッ ト1997;エ ンゲルハー ト/リ ネン ソール編1998)。 この論争 では、解説パネル の文章が 日

本 に同情的す ぎないか ど うかや 、原爆 を投 下せず本 土上陸 を した場合 の推定死傷者数 、いいか

えると原爆投 下によって何 人の人間が 「救われ た」 のかな どが、主要 な争点 となった。 しか し、

この弁 当箱 もまた論争のなかで隠れた重要な役割 を演 じたのである6)。

 国立航 空宇宙博物館が計画 した当初の展示の方針 はエ ノラ ・ゲイを 「歴史的文脈 の中で展示

す る」(ハ ー ウィッ ト1997:xi)こ とで あった。 この方針 に沿って、1994年1月 に完成 した展

示 台本第 一稿 「岐 路:第 二次世界 大戦の終結 、原爆 、そ して冷戦 の幕 開け」(Nati・nal Air

and Space Museum 1994;ノ ビー レ/バ ー ンステイ ン1995)で は、エ ノラ ・ゲイの機体前部が

展示 され る第三部 「原爆の運搬」 の前 に、太平洋戦争 の最終局面を描 いた第一部 「終戦への戦

い」 と、 トル0マ ンによる原爆投下決定の経緯 を検証す る第二部 「原爆投 下の決定」が置かれ

ている。そ して、第三部の後には  エ ノラ ・ゲイ を 「歴史的文脈」 に置 こ うとす るか ぎ り当

然 であるが一 原爆投下の結果 もた らされた被害が、広島平和記念資料館 と長崎国際文化会館

(当時)か ら貸 し出 され る被爆 資料や写真、被爆者 の証言な どに よって具体的に描 かれ ること

になっていた。 そ して、少女の弁 当箱 もまた この第 四部 「グラウン ド ・ゼ ロ」に展示 され るこ

とになっていたのである。

 この弁 当箱 は、展示台本第 一稿 の完成後、そのなかの具体的な文章や推定死傷者数 の数字が

問題 とされ るはるかに以前か ら、退役軍人た ちの懸念 の焦点 となっていた。空軍の退役軍人 を

組織 した空軍協会 の事務局長はす でに1993年9月 に国立航空宇 宙博物館 のハー ウィッ ト館長

に宛 てた手紙 のなかで懸念 を表明 している。
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「この趣意書は戦時 中の 日本 と米国を、それぞれの参戦が道義的 に同等であったかのよ うに

扱 っています。 そ うで ない場合で も、信 じがたい ことに、侵略国であった 日本 に有利な判断

を下 してい る。 ……展示物 も感 情に訴えるもの(た とえば少女の弁 当箱)が 選ばれ、強硬な

ものの見方を押 しつ けよ うと しているよ うに思われ ます。」(ハ ー ウィッ ト1997:217.中 略は

原著者 による)

 そ して、展示台本第一稿 が完成す る と、空軍協 会の 『エ ア ・フォース』誌はふたたび この弁

当箱 に言及 しなが ら展示計画 を次 のよ うに批 判 した71。

「展示計画 で展示の 『感情 センター』 と呼ばれ ている場所[第 四部]に 陳列す るために学芸

員た ちが集 めてい るのは、焼 けた腕時計、壊れ た柱時計、犠牲者 の写真一 これ らは等身大

に引 き延 ば され る  な どに加 えて、溶 けて壊れた宗教関係 の物 品であ る。 中身 の豆 と米が

炭化 した少女の弁 当箱 も展示 され る。 これ らが見逃 され ることのない よ うに、『で きるか ぎ

り、 これ らの物品の持 ち主 、あるいは着ていた人 々の写真 を使 って、現 実に生 きていた人々

が展示物 の背後にいた ことを示す』 と記 されてい る。 ヒロシマ ・ナガサキの被爆者が 自らの

言葉 で恐怖 を回想す ることになっている。」(ハ ー ウィッ ト1997:272-273)

 展示台本第一稿 によれば、 この弁 当箱 は次の よ うなキャプシ ョンとともに展示 され るこ とに

な っていた。

「渡辺玲子の弁 当箱

 この弁 当箱 は広島市立第 一高等女学校一年生の渡辺玲子の もので あった。 内部 には炭化 し

た豆 と白米が遺 されているが、 白米 は戦時下では珍 しい ごちそ うで あった。 この弁 当箱は市

内材木町地区にある誓願寺 の南側 の塀の近 くで見つかった。渡辺玲子の遺体 は発見 されなか

った。」(National Air and Space Museum 1994 EG400:31)

 退役 軍人たちを過剰 とも思われ る反応 に駆 り立てた ものは、まさにこの弁 当箱の 「背後にい

た」少女の影で あった。退役軍人た ちに とって、戦後50周 年 の年に、エ ノラ ・ゲイが展示 さ

れ るとすれ ば、その機体 を通 して想 起 され るべ き死者 とは、グラウン ド ・ゼ ロで死んだ少女 で

はな く、 自由を守るための 「正義の戦争」 で命 を落 としたアメ リカの兵士た ちでなけれ ばな ら

なかった8)。 エ ノラ ・ゲイが少女の弁当箱 と並べて展示 され るとい うことに対す る退役軍人 の

反発 は次 のよ うな言葉のなかに よく示 されてい る。

「ある退役軍人は、自分がもっとも恐れることは、子 どもたちや他の見学者が 『アメリカの

従軍兵士たちは……戦争挑発屋であったか、血に飢えていたか、あるいは復讐心から行動 し
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たのだ と感 じて展示場を去 ってい く』 ことだ、 とわれわれ に話 して くれ た。」(リ フ トン/ミ

ッチェル1995下:120.中 略 は原著者 に よる)

 エノラ ・ゲイと少女の弁当箱を並べて展示するとい う国立航空宇宙博物館の計画が引き起こ

した論争は、博物館が単に死者たちが遺 したモノを収めておくための収蔵庫ではないことをよ

く示している91。理性が他者を非理性 として排除することを通 して、自己を理性として確認 し

ていたように、「他者の場所」としての博物館もまた、死者たちの生の痕跡を示すモノを収集

し保存し展示することを通 して、現在生きている人間が自分自身が何者であるのかを定義 し確

認するための場所であ り、またときにはこの定義をめぐって一 「正義の戦争を戦った英雄」

であるのか 「血に飢えた戦争挑発屋」であるのかをめぐって一 闘争が繰 りひろげられるアリ
ーナでもある。「他者の場所」としての博物館は同時に 「われわれ」が定義 され 「われわれ」

が作り出される場所でもあるlo)。

4.エ ノラ ・ゲイ展一 結びにかえて

 博物館側 による度重 なる展示台本 の改訂 にもかかわ らず  弁当箱 はすで に展示計画か ら除

かれていた  退役 軍人団体 の反対 は収 ま らず 、結局 、95年1月 に展覧会 の中止が決定 され

た。 筆者 は、 当初計画 された展示 に代わ って、95年6月 か ら開催 され たエ ノラ ・ゲイ展 を、

96年10月 に見学 した。

 この展覧会 は、 当初計画 され ていた展示 の第三部にほぼ相 当す る もので あったID。 すなわ

ち、エ ノラ ・ゲイ の機体 を、前後の歴史的文脈 か ら切 り離 して展示 した ものであった。そ こに

は もちろん、エ ノラ ・ゲイによる原爆投下が もた らした結果を示す被爆資料はいっさい展示 さ

れていなかった。

 じっさいに現場 に行 ってみ てす ぐにわかった ことは、国立航空宇宙博 物館 が現実の空間のな

かで 占めている位置その ものがこの論争 にお ける重要な要因であった ことである。

 航空宇宙博物館は、ス ミソニア ン協会の他 の博物館や美術館 とともに、連 邦議会議 事堂 とワ

シン トン ・モニ ュメン トの間にまっす ぐ伸び る 「モール」 と呼ばれ る緑地に面 して建っていた。

航空宇 宙博物館 に対す る非難決議を行 なった連邦議会議事 堂の建物は、航空宇宙博物館 の窓か

らは、の しかか るよ うに間近 にせまって見える。 ワシン トン ・モニュ メン トか らさらにまっす

ぐ進む と正面 に リンカー ン ・メモ リアルが あ り、巨大な リンカー ン像 がワシン トン ・モニュメ

ン トをは さんで連邦議会議事堂 と向き合 って座 っている。 このモール周辺 には、戦争 にかかわ

る記念碑や博物館 が点在 してい る。 リンカー ン ・メモ リアル の足元には、ベ トナム戦争記念碑

と朝鮮戦争記念碑 があ り、ワシン トン ・モニ ュメン トの近 くにはホロ コース ト記念博物館が建

っている。そ して、 リンカー ン ・メモ リアルか らさらに進んで、ポ トマ ック川を渡 った向 う岸

がアー リン トン国立墓地 である。アー リン トン墓地には、南北戦争以来、米西戦争 、第一次 ・

第二次世界大戦、朝鮮戦争、ベ トナ ム戦争、湾岸戦争 で戦死 した兵士、 ケネデ ィな どの国民的
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英雄 、24万 人以 上が埋葬 されて いる。 この墓地 のなかには、有名 な硫黄 島記念碑や 、アンダ

ー ソンが 「鬼気せ まる国民的想像力 が満 ちている」(ア ンダー ソン1997:32)と 形容 した無名

戦 士の墓がある。

 航空宇宙博物館 を含む この広大 な空間全体が 「鬼気せ まる国民的想像力」で充満 した 「他者

の空間」であった。 この空間のなか では、少女の弁 当箱は あま りに異質な要素であったのか も

しれ ない。それ は、もともとの意味 でのヘテ ロ トピア、すなわち 「本来の場所 とは異な る」場

所 を占めるもので あった。 そ して、比喩的に言えば、移植 され た臓器が他者 の身体 のなかで拒

絶反応 を引 き起こす よ うに、 「本来の場所 とは異 なる」場所に置かれ よ うとした弁 当箱 が、 「わ

れわれ」のアイデ ンテ ィテ ィを守 ろ うとす る強 い免疫反応 を引き起 こ したのだ と言 うことがで

きるだ ろ う。

 他方、エ ノラ ・ゲイの銀色 に輝 く機 体 もまた、筆者のなかに、 ある反応 を引 き起 こ していた。

筆者は見学記録のなかに次 のよ うに書いた。

「筆者 はは じめは特別な感情 もな しに展示 の記録 を取っていた。だが、誇 らしげにエ ノラ ・

ゲイを見上げ る退役軍人 ら しい男たちや 、エ ノラ ・ゲイの前で笑いなが ら記念 写真を撮 って

い く家族連れや、"lt was necessary."(お そ らくは 『原爆投 下は必要だ った』 の意)と ひ

とりごとを言いなが ら箱に コメン トを入れてい く老人 を見てい る うちに、 しだいに不機嫌 に

なって きた。 それが 『怒 り』 である ことに気がついて、自分で も驚 いた。筆者 は戦後 の生 ま

れ である し、筆者 の親戚や 知 り合 いに広島や長崎 で被爆 した人はいない。原爆 に個 人的 には

恨み はないはず であった。 だが、そ の怒 りは、明 らか に原爆 を落 した 『アメ リカ人』 に対す

る 『日本人』 の怒 りであった。記念碑 としてのエ ノラ ・ゲイは、年齢 も性別 もエ スニ シテ ィ

も階級 も異なる多様な人々を 『アメ リカ人』 に しただ けでな く、同時に筆者 を 『日本人』 に

していた。」(浜 編1997:59)

 この反応 は、少女の弁当箱 もまた、 も うひ とつの 「国民的想像力」 と結びっいてい るのでは

ないか とい う推測に導 く。 この推測 を検討す るた めに、 この弁 当箱が眠る 「本来の場所」 であ

る広島平和記念資料館 に赴 くことが、次の課題であ るiz)。

【註 】

1)近 年 、死者 にっ い て の経 験 を社 会 学 的考 察 の 主題 とす る研 究 が増 え て き てい る。 日本 で は 、 た とえ ば

 [荻野1998][副 田編2001][今 井2001][荻 野 編2002]。 先 駆 的 な もの と して[高 橋 編1983]。 歴 史学 で

 は 、 た とえ ば[ア リエ ス1990]。

2)[油 井2000]に よれ ば 、 パ ー ソ ンズ は 娘 の 自殺(1964)を 契 機 と して 、 晩 年 、 死 を主 題 化 す る よ うに

 な った とい う。 こ こで の議 論 は あ く まで 初期 の社 会 シス テ ム論 に限 定 した もので あ る。
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3)シ ュッツの実の父親はシュッツが生まれる直前に亡くなっている(森1995:23)。 この 「私がそれに

 まなざしを向けることが可能である以前に、すでに経過 し去 り、生成 し去 り、完了して しまったがゆ

 えに、私の体験や持続 とは共存せず、一度も共存することのなかったような社会的世界」の原型は父

 であったかもしれない。

4)[浜2000]で は、場所 と集合的記憶の関係について、アルヴァックスの集合的記憶論の視点から論 じ

 た。

5)学 芸員によれば、常設展示されている男子中学生の弁当箱が貸し出されているときに代わりに展示さ

 れたり、国内や海外で開催 される原爆展に貸 し出される以外は、通常は展示されていない。広島平和

 記念資料館のホームページ 「ヒロシマ ・ピース ・サイ ト」(http://…. pcf. city. hiroshitna. jp/peace

 site/)に ある 「平和データベース」にアクセスすることによって見ることができる(利 用申請が必要)。

6)ス ミソニアン論争のなかでこの弁当箱が果たした象徴的役割を指摘 したものとして、[ダ ワー1998]。

7)こ のようにアメリカで 「少女の弁当箱」が争点化 していった一方、日本では、時期は不明であるが、

 貸 し出される予定の弁当箱が、常設展示されている男子中学生の弁当箱に差し替えられていた。1993

 年11.月30日の朝 日新聞夕刊(西 部本社版)が 、広島市が被爆資料の貸し出しを決定したことを報 じた

 記事のなかでは、まだ 「被爆で焦げた女学生の弁当箱」と書かれていたが、その後は単に 「焼け焦げ

 た弁当箱」として報道された。そして、95年1月 、当初計画されていた展示が中止され、資料の貸 し

 出 しも行なわれないことになったときには、貸し出される予定であった弁当箱はこの男子中学生のも

 のであったとして報道されている。この間の事情については、ダワーの次のような記述がある。「内密

 の説明によれば、玲子の母親が結局この娘の最後の遺品を、ぞんざいに扱われるかもしれないアメリ

 カに行かせることを拒否 したからだそうだ。」(ダ ワー1998:-18-,注41)

8)94年9月23日 に満場一致で可決された国立航空宇宙博物館を非難する上院の決議文はこれをあからさ

 まに表現 している。 「国立航空宇宙博物館によるエノラ ・ゲイに関する展覧会は、第二次世界大戦中に

 合衆国に忠実に献身的に奉仕 した男女に適切な思いや りを表すべきであり、自由のために命をささげ

 た人々の記憶に異議を唱えるようなことは避けるべきであるとい うのが、上院の意向である。」(ダ ワ

 ー-1998:-11-,注10)

9)[浜2002]は 、この点について 日本のある地方都市の博物館を取り上げて別の角度から論 じた。

10)こ のことは戦争展示を行なう歴史博物館にだけ当てはまるのではない。異文化展示を行な う民族学

 博 物館 、 さ らに は美 術館 や動物 園 に も当ては まる。 この 点につ いて は、 「吉 田1999][浜

 forthcoming]を 参照。

11)こ の展覧会の詳細な記録は[浜 編1997]を 参照。

12)ヘ テロ トピアとしての広島平和記念資料館 と広島平和記念公園についてさらに考察をっづける予定

 であったが、すでに予定の紙幅が尽きている。機会をあらためて論 じることにしたい。広島平和記念

 公園を訪れたブルマの次の文章だけ最後に引用 しておきたい(ブ ルマはオランダ人である)。 「この地

 を訪れる者、特に白人にとっては  それは必ず外国人であり、たいていはアメリカ人だと日本人は

 決めてかかっているが一一 原爆の残したものを忘れることはできない。数多くのモニュメン トや史跡

 の銘板や慰霊碑のせいばか りではなく、平和記念公園を歩 くと白色人種は自意識過剰にさせられるか
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らである。つかつかと近寄ってきて、『これはあんたたちのやったことだ。あんたたちは人殺 しだ』な

どと言 う無礼な日本人はいない。 しか し、引率の先生に促されて近づいてきた生徒たちから、平和に

っいてどう思 うかなどと聞かれると、罪ほろぼ しの意思表示をするか、少なくとも後悔の言葉を口に

しようか とい う気になる。あなたは、多くの 日本人が原爆 を落とした張本人だと思っている白人とい

う人種を代表して、平和を宣言するよう求められているのだ。」(ブルマ1994:ll8)
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